
Title 
権限付与の原則 : ドイツ連邦憲法裁判所のＥＵリスボン条約判決を中心素

材にして 

Author(s) 中西, 優美子 

Citation 聖学院大学総合研究所紀要, Ｎｏ．48 : 223-253

URL 
http://serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/modules/xoonips/detail.php?item_i

d=2271

Rights  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

聖学院学術情報発信システム ： SERVE 

SEigakuin Repository for academic archiVE 



223 権限付与の原則

権
限
付
与
の
原
則

――
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

E
U
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
を
中
心
素
材
に
し
て
――

中
西　

優
美
子

序

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
が
発
効
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
、
二
〇
〇
四
年
に
調
印
さ
れ
た
欧
州
憲
法
条
約
が
未
発
効

に
終
わ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
三
日
に
調
印
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
E
U
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
批
准
す
る
た
め
の
同
意
法
律
及
び
そ
の
関
連
法
律
が
ド
イ
ツ
の
憲
法
で
あ
る
基
本
法
に
違
反
し
な

い
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
た
。
同
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
リ
ス
ボ
ン
判
決
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
権
限
移
譲
の
限
界
が
明
確
に

示
さ
れ
た
。
同
判
決
の
中
で
権
限
付
与
の
原
則
は
何
度
も
言
及
さ
れ
、
判
決
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
権
限
付
与
の
原
則
は
、
英
語
で
は“th

e
 p

rin
cip

le
 o

f co
n

fe
rral ” 

と
綴
ら
れ
、
ド
イ
ツ
語
で
は
、“d

as P
rin

zip
 d

e
r b

e
g

re
n

tze
n

 

E
in

ze
le

rm
äch

tig
u

n
g

” 

と
な
る
。
ド
イ
ツ
語
を
直
訳
す
る
と
、
限
定
さ
れ
た
個
別
授
権
の
原
則
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
限
定
的

に
付
与
さ
れ
る
個
別
的
権
限
内
に
お
い
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
と
な
り
、
ド
イ
ツ
語
で
の
言
葉
の
方
が
よ
り
正
確
性
を
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も
っ
て
い
る
。
権
限
付
与
の
原
則
は
、
E
U
は
構
成
国
か
ら
権
限
を
移
譲
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
）
1
（

。
換
言
す
れ
ば
、
E
U
は
自
ら
権
限
を
生
み
出
す
よ
う
な
権
限
、
権
限
権
限
（K

o
m

p
e

te
n

zk
o

m
p

e
te

n
z

）
を
有
さ
ず
、

E
U
の
権
限
の
総
範
囲
は
個
別
的
に
授
権
さ
れ
た
権
限
の
合
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
）
2
（

。

権
限
付
与
の
原
則
は
、
E
U
法
に
お
い
て
新
し
い
原
則
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
原
則
の
一
つ
で
あ
る
）
3
（

。
こ
の
よ
う
な
権
限
付
与

の
原
則
の
考
え
方
は
、
す
で
に
E
C
条
約
（
現
E
U
運
営
条
約
）
の
前
身
で
あ
る
、
一
九
五
八
年
に
発
効
し
た
E
E
C
条
約
条
文
に
お
い

て
見
ら
れ
る
。
E
E
C
条
約
に
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
関
係
す
る
以
下
の
よ
う
な
条
文
が
定
め
ら
れ
た
。
E
E
C
条
約
四
条
は
、「
共
同

体
に
与
え
ら
れ
る
任
務
の
遂
行
は
、
次
の
諸
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
諸
機
関
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
自
己
に
与
え
ら
れ
た

権
限
の
範
囲
内
で
行
動
す
る
」
と
定
め
）
4
（

、
ま
た
、
E
E
C
条
約
一
八
九
条
が
共
同
体
の
機
関
で
あ
る
理
事
会
及
び
委
員
会
が
条
約
に
定
め

る
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
諸
機
関
の
権
限
（O

rg
an

k
o

m
p

e
te

n
z

）
が
条
約
に
よ
り

付
与
さ
れ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
E
E
C
条
約
三
条
が
、
共
同
体
（
E
C
）
が
条
約
に
定
め
ら
れ

る
条
件
及
び
進
度
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
た
た
め
、
共
同
体
自
体
の
権
限
（V

e
rb

an
d

k
o

m
p

e
te

n
z

）
が
条
約
に
よ

り
付
与
さ
れ
、
そ
の
制
約
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
解
さ
れ
た
。
権
限
付
与
の
原
則
は
、
E
E
C
条
約
の
こ
れ
ら
の
条
文
か
ら
主
に
E
U
機

関
間
の
水
平
的
権
限
配
分
及
び
E
U
と
構
成
国
間
の
垂
直
的
権
限
配
分
に
か
か
わ
る
原
則
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
）
5
（

。
ま
た
、
権
限
付
与

の
原
則
は
、
E
U
立
法
の
定
立
に
は
授
権
規
範
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
法
の
支
配
（ru

le
 o

f law

）
あ
る
い
は
法
治
国
家
（R

e
ch

tsstaat

）

の
原
則
の
基
礎
に
な
る
こ
と
、
権
限
付
与
の
原
則
は
同
原
則
に
違
反
し
た
E
U
立
法
が
取
消
訴
訟
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
権
利
保
護

（R
e

ch
tssch

u
tz

）
の
手
段
、
さ
ら
に
E
U
の
高
権
の
民
主
主
義
的
正
統
化
手
段
と
な
る
こ
と
か
ら
民
主
主
義
の
原
則
で
も
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
き
た
）
6
（

。

こ
の
よ
う
な
E
E
C
条
約
発
効
時
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
権
限
付
与
の
原
則
は
、
E（
E
）
C
条
約
の
改
正
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
決
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。
権
限
付
与
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
権
限
に
関
す
る
複
数
の
拙
稿
の
中
で
言
及
し
て
き
た
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が
、
権
限
付
与
の
原
則
を
中
心
に
し
て
取
り
扱
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に

お
い
て
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
重
要
な
意
味
づ
け
が
行
わ
れ
た
）
7
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
権
限
付
与
の
原
則
の
位
置
づ
け
及
び
役
割
の
変
化

を
示
し
、
同
原
則
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
至
る
ま
で
の
権
限
付
与
の
原
則

の
位
置
づ
け
及
び
役
割
を
振
り
返
っ
た
後
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
け
る
権
限
付
与
の
原
則
を
検
討
す

る
。
具
体
的
な
検
討
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
E
U
諸
条
約
に
定
め
ら
れ
た
権
限
構
造
を
押
さ
え
た
上
で
、
E
E
C
条
約
発
効
か
ら
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
至
る
ま
で
の
権
限
付
与
の
原
則
を
検
討
し
、
そ
の
後
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
下
の
権
限
付
与
の
原
則
、
最
後
に
、
リ

ス
ボ
ン
条
約
下
の
権
限
付
与
の
原
則
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
1
章　

前
提

第
1
節　

個
別
的
授
権
の
意
味

E
U
は
、
包
括
的
な
権
限
を
持
た
ず
、
条
約
に
よ
り
個
別
的
な
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
E
U
は
、
通
商
政
策
、

農
業
政
策
、
競
争
政
策
、
環
境
政
策
、
開
発
協
力
政
策
な
ど
個
別
分
野
に
対
し
て
個
々
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
権
限
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
権
限
の
制
限
列
挙
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
、
E
U
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
連
邦
国
家
で
は
、
連
邦
に
制
限
列
挙
的
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
E
U
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ

カ
や
ド
イ
ツ
の
連
邦
に
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
方
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
合
衆
国
憲
法
第
一
条
第
八
節
に
お
い
て
、

連
邦
議
会
の
権
限
が
一
八
項
目
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
項
で
は
、「
諸
外
国
と
の
通
商
、
各
州
の
間
の
通
商
、
及
び
イ
ン
デ
ィ
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ア
ン
の
諸
部
族
と
の
通
商
を
規
制
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
基
本
法
七
三
条
に
連
邦
の
専
属
的
立
法
権
限
が
列
挙

さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
五
項
目
目
に
は
、「
関
税
・
通
商
区
域
の
統
一
、
通
商
・
航
行
条
約
、
商
品
取
引
の
自
由
、
及
び
関
税
・
国
境
保

護
を
含
む
外
国
と
の
商
品
・
支
払
取
引
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
及
び
ド
イ
ツ
で
は
、
個
別
的
に
、
つ
ま
り
、
制
限
列
挙
的
に
権

限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
通
商
と
い
う
分
野
に
対
し
て
は
連
邦
が
包
括
的
な
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
E
U
に
お
い
て
は
、
E
U
運
営
条
約
二
〇
七
条
（
旧
E
E
C
条
約
一
三
三
条
）
が
、「
共
通
通
商
政
策
は
、
と
り
わ
け

関
税
率
の
変
更
、
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
貿
易
に
関
す
る
関
税
及
び
貿
易
協
定
の
締
結
、
知
的
財
産
の
商
業
的
側
面
、
直
接
投
資
、

自
由
化
措
置
に
お
け
る
統
一
性
の
達
成
、
輸
出
政
策
な
ら
び
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
ま
た
は
補
助
金
に
関
し
て
と
る
べ
き
対
策
を
含
む
貿
易
上
の
保

護
措
置
に
関
し
て
、
統
一
的
な
原
則
に
基
づ
く
。
共
通
通
商
政
策
は
、
連
合
の
対
外
行
動
の
原
則
と
目
的
の
文
脈
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
」

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
E
U
に
お
い
て
は
、
個
別
的
分
野
に
包
括
的
な
権
限
が
付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各

政
策
分
野
に
お
い
て
細
か
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
政
策
分
野
で
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
関
連
で
も
う
一
つ
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
E
U
は
、
文
化
の
分
野
に
対
し
て
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、
E
U
運
営
条
約
一
六
七

条
（
旧
E
C
条
約
一
五
一
条
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
1
．
連
合
は
、
国
家
及
び
地
域
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
同
時
に
共
通
文
化
遺
産
を
前
面
に
だ
し
な
が
ら
、
加
盟
国
の
文
化
の
開
花
に
寄
与

す
る
。

2
．
連
合
に
よ
る
行
動
は
、
加
盟
国
間
の
協
力
を
奨
励
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
分
野
に
お
い
て
そ
の
行
動
を
支
援
し
補
足
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

―
欧
州
の
諸
国
民
の
文
化
及
び
歴
史
の
知
識
の
向
上
と
普
及

―
欧
州
的
重
要
性
の
あ
る
文
化
財
の
保
存
と
保
護



227 権限付与の原則

―
非
商
業
的
文
化
交
流

―
視
聴
覚
部
門
を
含
む
、
芸
術
的
及
び
文
学
的
創
造
」

こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
E
U
の
文
化
統
一
政
策
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
欧
州
の
諸
国
民
の
文
化
の
発
展
の
た

め
に
加
盟
国
の
協
力
を
奨
励
し
、
そ
の
行
動
を
支
援
し
補
足
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
条
約
一
六
七
条
五
項
で
は
、「
5
．
本
条
に
定
め
る
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
た
め
に
、

―
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
は
、
通
常
立
法
手
続
に
従
い
、
地
域
評
議
会
に
諮
問
し
た
後
、
加
盟
国
の
法
及
び
規
則
の
調
和
を
除
く
、
奨
励
措

置
を
採
択
す
る
。

―
理
事
会
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
勧
告
を
採
択
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
E
U
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
国
内
法
を
調
和
す
る
ま
た
は
接
近
さ
せ
る
措
置
は
排
除
さ
れ
て
お
り
、
と
る
こ
と
の
で
き
る
措
置
は
、
奨
励
措
置
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
E
U
に
お
い
て
は
、
個
別
的
分
野
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
分
野
に
包
括
的
に
権
限
が
付
与
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
権
限
に
よ
る
規
定
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
権
限
の
強
度
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
が
異
な
り
、
分
野
に

よ
っ
て
は
と
る
こ
と
の
で
き
る
措
置
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。

上
述
し
た
通
商
政
策
の
分
野
の
権
限
は
、
E
U
の
排
他
的
権
限
に
属
し
、
文
化
の
分
野
の
権
限
は
支
援
、
調
整
ま
た
は
補
足
的
権
限
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。
E
U
が
排
他
的
権
限
を
有
す
る
場
合
、
E
U
の
み
が
立
法
す
る
こ
と
が
で
き
、
構
成
国
は
、
権
限
を
も
は
や

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
E
U
運
営
条
約
二
条
一
項
、
同
三
条
）。
支
援
、
調
整
ま
た
は
補
足
的
権
限
の
場
合
で
は
、
原
則
的
に
構
成

国
が
権
限
を
も
ち
、
E
U
は
構
成
国
の
行
動
を
支
援
し
た
り
、
調
整
し
た
り
、
補
足
し
た
り
す
る
措
置
し
か
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
E
U

運
営
条
約
二
条
五
項
、
同
六
条
）。
こ
の
他
に
、
共
有
権
限
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
存
在
す
る
（
E
U
運
営
条
約
二
条
二
項
、
同
四
条
）。
共

有
権
限
の
分
野
で
は
、
E
U
と
構
成
国
が
権
限
を
も
ち
、
構
成
国
は
、
E
U
が
措
置
を
と
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
行
動
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。

第
2
節　

権
限
付
与
の
原
則
の
骨
抜
き

ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
権
限
と
比
べ
、
E
U
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
E
U
の
基
本
条
約
が
非
常
に
細
か
く
権
限
を
定
め

て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
E
U
の
権
限
は
批
判
さ
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

﹇
1
﹈
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
及
び
二
三
五
条

E
E
C
設
立
当
初
の
E
E
C
条
約
に
は
、
現
行
の
E
U
運
営
条
約
と
は
異
な
り
、
明
示
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
分
野
が
主
に
経
済

分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
数
も
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
E
E
C
条
約
は
、
定
め
ら
れ
た
目
的
（
例
え
ば
共
同
市
場
の
設
立
）

の
具
体
化
は
第
二
次
法
に
よ
る
法
定
立
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
枠
組
条
約
（fram

e
w

o
rk

 T
re

aty, traité
 cad

r

）
8
（e

）
の
性
質
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
法
定
立
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
E
E
C
条
約
に
定
め
ら
れ
た
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
と
二
三
五
条
で
あ
っ
た
。

E
U
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
措
置
を
と
る
と
き
に
は
、
法
的
根
拠
条
文
（le

g
al b

asis

）
が
必
要

で
あ
る
。
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
及
び
二
三
五
条
は
、
そ
の
よ
う
な
法
的
根
拠
条
文
で
あ
る
。
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
（
E
C
条
約
九
四

条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
五
条
）
9
（

〕
は
、「
理
事
会
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
全
会
一
致
で
、
共
同
市
場
の
設
立
ま
た
は
運
営
に
直

接
影
響
を
及
ぼ
す
構
成
国
の
法
令
及
び
行
政
規
則
を
接
近
さ
せ
る
た
め
に
指
令
を
発
す
る
。
…
…
」
と
定
め
て
い
た
）
10
（

。
ま
た
、
E
E
C
条

約
二
三
五
条
（
E
C
条
約
三
〇
八
条
）〔
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
〕
は
、「
共
同
市
場
の
運
営
に
当
た
っ
て
、
共
同
体
の
目
的
の
い
ず
れ

か
を
達
成
す
る
た
め
共
同
体
の
行
動
が
必
要
と
思
わ
れ
、
こ
の
条
約
が
こ
の
た
め
必
要
な
行
動
を
と
る
権
限
を
定
め
て
い
な
い
場
合
に
は
、

理
事
会
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
全
会
一
致
で
、
か
つ
、
欧
州
議
会
と
協
議
の
後
、
適
当
な
措
置
を
と
る
」
と
定
め
て
い
た
）
11
（

。
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E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
は
、
共
同
市
場
の
設
立
ま
た
は
運
営
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
構
成
国
法
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
法

的
根
拠
条
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
同
市
場
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
E
E
C
条
約
に
定
義
は
な
く
、
こ
の
概
念
が
広
く
解
釈

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
が
と
ら
れ
た
。
他
方
、
E
E
C
条
約
二
三
五
条
自
体
に
対
し

て
も
権
限
付
与
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
）
12
（

、
共
同
体
の
目
的
の
い
ず
れ
か
を
達
成
す
る
た
め
に
共
同
体
の
行
動
が
必
要
な
場
合

に
こ
の
条
文
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
柔
軟
性
を
有
す
る
条
文
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
E
E
C
条
約

に
は
、
当
初
環
境
分
野
の
個
別
的
権
限
は
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
あ
る
い
は
E
E
C
条
約
二
三
五
条
ま
た

は
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
及
び
E
E
C
条
約
二
三
五
条
の
両
方
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
関
す
る
措
置
が
環
境
保
護
意
識
が
高
ま
っ

た
一
九
七
二
年
以
降
と
ら
れ
て
き
た
）
13
（

。
環
境
分
野
以
外
に
も
共
同
市
場
あ
る
い
は
共
同
体
の
目
的
を
広
く
と
ら
え
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
措

置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
E
U
に
個
別
的
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
E
U
は
権
限
付
与
の
原
則
に
従
い
そ
の
権
限
を
行
使
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
性
質
を
有
す
る
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
及
び
二
三
五
条
の
適
用
に
よ
り
、
権
限
付
与
の
原
則
が
骨
抜
き
に

な
る
と
い
う
状
況
が
発
生
し
て
い
た
）
14
（

。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
骨
抜
き
を
加
速
さ
せ
た
の
が
、
一
九
八
七
年
に
発
効
し
た
単
一
欧
州
議
定
書
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
E
E
C
条
約

一
〇
〇
a
条
で
あ
っ
た
。
E
E
C
条
約
一
〇
〇
a
条
（
E
C
条
約
九
五
条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
四
条
〕
は
、
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
及

び
二
三
五
条
が
理
事
会
の
全
会
一
致
を
要
請
す
る
の
に
対
し
て
、
域
内
市
場
の
確
立
及
び
運
営
を
目
的
と
す
る
国
内
法
の
調
和
に
対
し
理
事

会
の
特
定
多
数
決
で
の
決
定
を
可
能
に
し
た
た
め
、
よ
り
容
易
に
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

﹇
2
﹈
黙
示
的
権
限
の
法
理
及
びe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）
解
釈

E
U
の
権
限
に
関
し
さ
ら
な
る
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
黙
示
的
権
限
の
法
理
及
びe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）

解
釈
で
あ
る
。
E
E
C
条
約
は
枠
組
条
約
的
性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
、
第
二
次
法
に
よ
る
法
定
立
が
必
要
と
さ
れ
、
E
E
C
条
約
一
〇
〇
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条
及
び
E
E
C
条
約
二
三
五
条
が
有
用
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
裁
判
所
に
よ
る
法
解
釈
も
条
約
に
定
め
ら
れ
た
目
的
を
実
現
す

る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
枠
組
条
約
の
宿
命
と
も
言
え
る
が
解
釈
に
よ
っ
て
欠
缺
し
て
い
る
部
分
を
埋
め
る
必
要
性
か

ら
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
E
U
司
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
に
黙
示
的
権
限
の
法
理
を
認
め
、
E
U
の
権
限
を
拡
大
し
て
き

た
。E

U
司
法
裁
判
所
は
、
E
E
C
条
約
が
発
効
す
る
前
の
E
C
S
C
に
関
し
て
、
E
U
法
（
当
時
E
C
法
）
に
お
い
て
も
、
国
際
法
及
び

国
内
法
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
黙
示
的
権
限
の
法
理
、
あ
る
権
限
が
一
緒
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
国
際
条
約
あ
る
い
は
国
内
法
が
無
意

味
に
な
る
あ
る
い
は
合
理
的
及
び
有
益
に
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
、
同
権
限
も
黙
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
法
理

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
判
示
し
た
）
15
（

。
E
C
に
関
し
て
も
、
E
U
司
法
裁
判
所
は
、
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
権
限
が
付
与

さ
れ
て
い
な
い
と
E
C
条
約
の
条
文
が
効
果
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
し
、
黙
示
的
権
限
の
法
理
を
認
め
た
）
16
（

。

E
U
司
法
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
黙
示
的
権
限
の
法
理
を
条
約
締
結
に
対
し
て
も
発
展
さ
せ
た
）
17
（

。
当
時
、
E
C
に
明
示
的
な
条
約
締

結
権
限
は
通
商
政
策
の
分
野
（
E
E
C
条
約
一
一
三
条
〔
現
E
U
運
営
条
約
二
〇
七
条
〕）
と
連
合
協
定
（
E
E
C
条
約
二
三
八
条
〔
現

E
U
運
営
条
約
二
一
七
条
〕）
に
の
み
し
か
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
A
E
T
R
事
件
）
18
（

に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
条
約
締
結
権

限
は
、
E
C
条
約
に
よ
っ
て
明
示
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
他
の
条
約
規
定
及
び
そ
の
枠
組
か
ら
と
ら
れ
る
共
同
体
機

関
の
法
行
為
（R

e
ch

tsak
te

）
に
よ
っ
て
も
導
き
出
さ
れ
る
と
し
、
E
C
の
黙
示
的
条
約
締
結
権
限
を
認
め
た
。
さ
ら
に
、K

ram
e

r 

事
件）19
（

及
び
裁
判
所
意
見1

/
7

6
 

事
件
）
20
（

に
お
い
て
共
同
体
機
関
が
そ
の
よ
う
な
法
行
為
を
採
択
し
な
く
て
も
、
共
同
体
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
で
あ
れ
ば
、
共
同
体
法
が
対
内
関
係
に
お
い
て
共
同
体
機
関
に
課
し
て
い
る
義
務
及
び
付
与
し
て
い
る
権
限
か
ら
条
約
締
結
権
限
が
導

き
出
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
黙
示
的
条
約
締
結
権
限
の
法
理
が
発
展
し
、
E
C
は
対
外
関
係
に
お
け
る
活
動

範
囲
を
拡
大
し
た
。
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ま
た
、
E
U
司
法
裁
判
所
は
黙
示
的
権
限
の
法
理
の
み
な
ら
ず
、e

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）
解
釈
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

E
U
の
権
限
の
拡
大
を
認
め
て
き
た
。
通
常
、
解
釈
に
は
、
文
言
解
釈
、
歴
史
的
解
釈
、
体
系
的
解
釈
及
び
目
的
的
解
釈
が
あ
る
が
、
E
U

司
法
裁
判
所
は
、
特
に
、
目
的
的
解
釈
を
行
う
こ
と
で
、
条
約
条
文
を
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
（
条
文
の
実
効
性
確
保
の
た
め
に
）

動
態
的
に
解
釈
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
一
方
で
立
法
機
関
が
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
（
E
C
条
約
九
四
条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
五
条
〕、
二
三
五
条
（
E
C
条

約
三
〇
八
条
）〔
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
〕、
一
〇
〇
a
条
（
E
C
条
約
九
五
条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
四
条
〕
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ

り
、
個
別
的
分
野
に
付
与
さ
れ
た
権
限
で
は
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
措
置
を
と
り
、
他
方
、
E
U
司
法
裁
判
所
が
解
釈
に
よ
り
E
U
の
行

動
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
E
U
に
お
い
て
権
限
付
与
の
原
則
に
基
づ
き
個
別
的
な
授
権
が
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精

確
な
E
U
の
権
限
範
囲
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
条
約
の
中
に
定
め
ら
れ
た
一
般
的
な
性
質
を
有
す
る
権
限
規
定
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
権
限
の
限
界
を
決
定
す
る
の
は
E
U
司
法
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
顕
在
化
し
た
）
21
（

。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
権

限
付
与
の
原
則
が
骨
抜
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

第
2
章　

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
権
限
付
与
の
原
則

第
1
節　

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
る
新
た
な
個
別
的
権
限
の
付
与
と
権
限
付
与
の
原
則

E
E
C
条
約
は
、
一
九
八
七
年
発
効
の
単
一
欧
州
議
定
書
に
よ
り
改
正
さ
れ
、
新
た
に
、
域
内
市
場
の
確
立
と
運
営
の
た
め
の
国
内
法
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の
調
和
（
E
C
条
約
九
五
条
〔
E
U
運
営
条
約
一
一
五
条
〕）、
環
境
（
E
C
条
約
三
部
一
九
編
〔
E
U
運
営
条
約
四
部
二
〇
編
〕）、
研
究
・

技
術
開
発
分
野
（
E
C
条
約
三
部
一
八
編
〔
E
U
運
営
条
約
四
部
一
九
編
〕）
等
の
個
別
的
権
限
が
E
C
に
付
与
さ
れ
た
。
一
九
九
三
年
発

効
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
を
創
設
し
、
E
U
を
三
本
柱
構
造
（
第
一
の
柱
は
、
E
C
の
柱
、
第
二
の
柱
が
共

通
外
交
及
び
安
全
保
障
政
策
、
第
三
の
柱
が
司
法
内
務
）
に
し
た
の
み
な
ら
ず
、
経
済
通
貨
同
盟
（
E
C
条
約
三
部
七
編
〔
E
U
運
営
条

約
四
部
八
編
〕）、
文
化
（
E
C
条
約
三
部
一
二
編
〔
E
U
運
営
条
約
四
部
一
三
編
〕）、
公
衆
衛
生
（
E
C
条
約
三
部
一
三
編
〔
E
U
運
営

条
約
四
部
一
四
編
〕）、
消
費
者
保
護
（
E
C
条
約
三
部
一
四
編
〔
E
U
運
営
条
約
四
部
一
五
編
〕）、
開
発
協
力
（
E
C
条
約
三
部
二
〇
編

〔
E
U
運
営
条
約
五
部
三
編
一
節
〕）
な
ど
、
新
た
な
個
別
的
権
限
を
E
C
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
州
は
、
文
化
の
分
野
の
権
限
付
与
に
危
惧
を
も
ち
、
ド
イ
ツ
の
州
の
要
望
か
ら
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
補
完
性
原
則
が
導

入
さ
れ
た
（
E
C
条
約
五
条
）。
こ
の
際
、
補
完
性
原
則
の
み
な
ら
ず
、
権
限
付
与
の
原
則
及
び
比
例
性
原
則
も
合
わ
せ
て
、
E
C
条
約
五

条
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
権
限
に
関
す
る
三
原
則
と
呼
ば
れ
る
。

E
C
条
約
五
条
（
現
E
U
条
約
五
条
）
一
項
は
、
権
限
付
与
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

「
共
同
体
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
自
己
に
与
え
ら
れ
た
権
限
及
び
設
定
さ
れ
た
目
的
の
範
囲
内
で
行
動
す
る
」。

権
限
に
関
す
る
三
原
則
の
中
で
、
権
限
付
与
の
原
則
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
E
E
C
条
約
が
で
き
た
当
初
か
ら
そ
の
原
則
の
考

え
方
は
存
在
し
た
が
、「
諸
機
関
が
自
己
に
与
え
ら
れ
た
権
限
及
び
設
定
さ
れ
た
目
的
の
範
囲
内
で
行
動
す
る
」
と
あ
り
、
共
同
体
に
対
し

て
は
「
条
約
の
条
件
に
従
っ
て
」
と
ま
で
し
か
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
確
な
形
で
の
権
限
付
与
の
原
則
の
規
定
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
る
改
正
で
E
C
条
約
五
条
（
現
E
U
条
約
五
条
）
で
は
、
諸
機
関
の
み
な
ら
ず
、
共
同
体
自
体
が
自
己

に
与
え
ら
れ
た
権
限
及
び
設
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
2
節　

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
批
准
さ
れ
る
の
に
あ
た
っ
て
、
同
条
約
批
准
の
た
め
の
同
意
法
律
が
ド
イ
ツ
基
本
法
三
八
条

一
項
、
並
び
に
、
一
条
一
項
、
二
条
一
項
、
五
条
一
項
、
一
二
条
一
項
及
び
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
憲
法
異
議
が
ド
イ
ツ
連
邦

憲
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
原
告
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
基
づ
き
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
本
質
的
な
権
限
が
E
U
の

機
関
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
基
本
法
三
八
条
一
項
に
基
づ
き
市
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
け
る
代
表
の
権

利
及
び
国
家
権
力
に
参
加
す
る
権
利
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た
。

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
り
E
U
の
権
限
が
制
限
な
く

拡
大
し
て
い
く
か
否
か
を
審
査
し
た
）
22
（

。
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
も
通
用
し
て
き
た
権
限
付
与
の
原
則
が
条
約
の
中
に
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、

そ
の
原
則
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
認
識
を
示
し
た
）
23
（

。
結
論
的
に
、
裁
判
所
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
、
欧
州
の
国
家
結

合
（S

taate
n

ve
rb

u
n

d

）
を
創
設
す
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
権
限
付
与
の
原
則
が
遵

守
さ
れ
、
付
与
さ
れ
た
権
限
か
ら
新
た
な
権
限
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
権
限
権
限
（K

o
m

p
e

te
n

zk
o

m
p

e
te

n
z

）
は
E
U
に
付
与
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
条
約
の
改
正
は
、
国
内
議
会
の
同
意
に
よ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
の
た
め
の
同
意
法
律
を
合
憲
と

し
た
。
し
か
し
、
同
判
決
の
中
で
、
上
述
し
た
E
E
C
条
約
二
三
五
条
の
解
釈
、
黙
示
的
権
限
法
理
やe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め

の
）
解
釈
に
よ
る
権
限
拡
大
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
場
合
、
当
該
E
U
法
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
拘
束
力
を
有
さ

な
い
と
し
た
）
24
（

。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
E
U
の
権
限
の
境
界
づ
け
は
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
）
25
（

。
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マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
E
U
司
法
裁
判
所

上
述
し
た
よ
う
な
権
限
付
与
の
原
則
を
軽
視
し
た
権
限
拡
大
傾
向
に
対
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
警
鐘
並
び
に
権
限
に
関
す

る
三
原
則
が
E
C
条
約
五
条
に
あ
ら
た
め
て
明
確
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
E
U
の
行
動
に
対
し
て
、
特
に
、
E
U
司
法
裁
判
所
の
解
釈

に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
警
鐘
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
後
の
E
U
司
法
裁
判
所
の
判
示
で
あ
る
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
発
効

後
は
、
や
み
く
も
に
権
限
を
拡
大
す
る
解
釈
は
影
を
ひ
そ
め
、
自
己
抑
制
的
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
）
26
（

。

た
と
え
ば
、
W
T
O
協
定
に
関
す
る
裁
判
所
意
見1

/
9

）
27
（4

に
お
い
て
は
、
E
C
）
28
（

が
単
独
で
W
T
O
協
定
を
締
結
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て

裁
判
所
に
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
で
あ
る
G
A
T
S
及
び
知
的
財
産
の
商
業
的
側
面
に
関
す
る
協

定
T
R
I
P
s
に
対
し
て
E
C
が
排
他
的
権
限
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
欧
州
委
員
会
は
、
通
商
政
策
の
法
的
根
拠
条
文
で
あ

る
E
C
条
約
一
三
三
条
（
現
E
U
運
営
条
約
二
〇
七
条
）
や
黙
示
的
条
約
締
結
権
限
の
法
理
な
ど
に
依
拠
し
て
、
E
C
に
権
限
が
付
与
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
E
C
条
約
一
三
三
条
（
現
E
U
運
営
条
約
二
〇
七
条
）
の
適
用
範
囲
は
拡
大
解
釈
さ
れ
ず
、
一
九
七
〇

年
代
の
A
E
T
R
事
件
や
裁
判
所
意
見 1

/
7

6
 

事
件
で
認
め
ら
れ
た
黙
示
的
条
約
締
結
権
限
の
法
理
も
権
限
の
発
生
要
件
が
厳
格
に
解
釈
さ

れ
、
そ
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
り
欧
州
連
合
市
民
と
い
う
新
し
い
概
念
が
で
き
、
E
U
条
約
六
条
（
現
E
U
条
約
六
条
）
に
は
、

欧
州
人
権
条
約
及
び
憲
法
的
伝
統
に
由
来
す
る
基
本
権
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
示
的
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
意
見

2
/

9
4

事
件)29

(

に
お
い
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
に
E
C
が
加
盟
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た)30

(

。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
条
文
は
、
E
C
条

約
二
三
五
条
（
E
C
条
約
三
〇
八
条
）〔
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
〕
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
E
C
条
約
二
三
五
条
が
、
権
限
付
与
の
原
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則
に
も
と
づ
く
制
度
構
造
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
、
同
条
は
共
同
体
の
任
務
と
活
動
を
定
め
る
規
定
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
て
い
る
全
体
的
な
枠
組
み
を
超
え
て
共
同
体
の
権
限
の
範
囲
を
広
げ
る
、
特
に
E
C
条
約
を
本
質
的
に
修
正
す
る
法
的
根
拠

と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
限
界
が
生
じ
る
と
し
た
。
よ
っ
て
、
E
U
司
法
裁
判
所
は
、
E
C
条
約
二
三
五
条
を
法
的
根
拠
と
し
て
、

欧
州
人
権
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
加
入
す
る
た
め
に
は
条
約
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
を
下
し
た
。

ま
た
、
別
の
例
と
し
て
、
た
ば
こ
広
告
に
関
す
る
指
令
の
取
消
訴
訟
の
事
件)31

(

が
挙
げ
ら
れ
る
。「
タ
バ
コ
広
告
・
ス
ポ
ン
サ
ー
に
つ
い
て

の
構
成
国
法
令
の
接
近
に
関
す
る
指
令
」
が
E
C
条
約
九
五
条
（
E
C
条
約
一
〇
〇
a
条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
四
条
〕
を
法
的
根
拠
条

文
と
し
採
択
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
は
、
指
令
案
に
反
対
し
た
が
、
理
事
会
の
特
定
多
数
決
で
決
め
ら
れ
る
た
め
採
択
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ド
イ

ツ
は
、
同
指
令
が
権
限
付
与
の
原
則
に
違
反
し
て
採
択
さ
れ
た
と
し
て
、
つ
ま
り
、
E
C
に
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
採
択
さ
れ
た
と
し
て
、
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
は
、
E
C
条
約
九
五
条
は
基
本
的
自
由
の
行
使
へ
の
障
害
及
び
競

争
の
歪
み
が
相
当
で
あ
る
と
き
の
み
法
的
根
拠
と
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
措
置
の
重
心
が
域
内
市
場
の
促
進
で
は
な
く
、

公
衆
の
健
康
保
護
で
あ
る
場
合
は
同
条
へ
の
依
拠
は
許
容
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
E
C
条
約
九
五
条
は
域
内
市
場
の
設
立

と
機
能
の
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
し
、
共
同
体
立
法
の
中
で
域
内
市
場
を
規
定
す
る
一
般
権
限
を
付
与
し
て
い
る
と
解

釈
す
る
こ
と
は
、
E
C
条
約
五
条
に
定
め
ら
れ
る
権
限
付
与
の
原
則
に
合
致
し
な
い
と
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
事
件
で
は
、
当
該
指
令
が

取
消
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
判
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
発
効
以
降
、
権
限
付
与
の
原
則
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
、
権
限
を
拡
大
す
る

解
釈
が
抑
制
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
E
U
司
法
裁
判
所
が
常
に
抑
制
的
な
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特

に
ニ
ー
ス
条
約
が
発
効
し
た
二
〇
〇
二
年
以
降
の
判
例
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
積
極
的
な
解
釈
も
見
ら
れ
る)32

(

。

ま
ず
、
二
〇
〇
三
年
のK

ö
b

le
r 

事
件)33

(

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
事
件
に
お
い
て
、
E
U
司
法
裁
判
所
は
た
と
え
構
成
国
国
内
に
お
け
る
最
終

審
の
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
E
U
法
に
重
大
な
違
反
が
あ
る
場
合
は
、
国
家
責
任
を
負
う
と
判
決
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
判
決
さ
れ
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たC
-3

0
4

/
0

2
 

委
員
会
対
フ
ラ
ン
ス
事
件)34

(

で
は
、
裁
判
所
は
、
E
C
条
約
二
二
八
条
（
E
U
運
営
条
約
二
六
〇
条
〕
が
裁
判
所
は
一
括
違
約

金
（lu

m
p

 su
m

）
ま
た
は
（o

r

）
履
行
強
制
金
（p

e
n

alty
 p

ay
m

e
n

t

）
を
E
U
法
の
違
反
国
に
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
一
括
違
約
金
な
ら
び
に
（an

d

）
履
行
強
制
金
の
両
方
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年

一
一
月
二
二
日
の
先
決
裁
定
（C

-1
4

4
/

0
4

 M
an

g
o

ld
 

事
件)35

(

）
で
は
、「
指
令
の
国
内
実
施
期
限
が
ま
だ
到
来
し
て
い
な
い
場
合
で
さ
え
、
国

内
裁
判
所
は
共
同
体
法
と
合
致
し
な
い
可
能
性
の
あ
る
国
内
法
の
規
定
を
無
効
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
齢
に
関
す
る
非
差
別
の
一
般
原

則
の
完
全
な
効
果
を
保
障
す
る
責
任
を
負
う
」
と
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
判
例
は
E
U
司
法
裁
判
所
が
権
限
付
与
の
原
則
を
遵

守
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
権
限
付
与
の
原
則
を
遵
守
し
つ
つ
、
E
U
法
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
E
C
の
権
限
を
積
極
的
に
認
め
た
判
例
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
九
月
一
三
日
の
判
決
（C

-1
7

6
/

0
3

委
員
会
対
理
事
会
事
件)36

(

）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
E
U
司
法
裁
判
所
は
、
第
三
の
柱
で
と
ら
れ
た
措
置
の
採
択
が
E
C
条
約
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
権
限
を
侵

害
し
た
と
し
て
同
措
置
を
取
消
し
、
本
判
決
で
は
、
刑
罰
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
環
境
分
野
の
権
限
と
し
て
捉
え
た
。

も
っ
と
も
、
同
判
例
の
趣
旨
は
、
二
〇
〇
七
年
のC

-4
4

0
/

0
5

 

事
件
判
決)37

(

に
よ
り
限
定
さ
れ
、
第
一
の
柱
に
お
け
る
措
置
で
定
め
う
る
の
は
、

構
成
国
に
対
す
る
刑
罰
立
法
の
要
請
の
み
で
あ
り
、
刑
罰
の
種
類
あ
る
い
は
重
さ
に
つ
い
て
は
E
C
の
権
限
範
囲
に
入
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

第
3
章　

権
限
付
与
の
原
則
と
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
、
権
限
付
与
の
原
則
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
言
及
し
た
。
つ

ま
り
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
こ
の
権
限
付
与
の
原
則
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
入
っ
て
い
く
前
に
簡
単
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い)38

(

。
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
、
未
発
効
に
終
わ
っ

た
欧
州
憲
法
条
約
の
実
質
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
連
邦
国
家
を
連
想
さ
せ
る
も
の
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
（
憲
法
、

法
律
、
歌
、
旗
な
ど
）。
ド
イ
ツ
は
、
欧
州
憲
法
条
約
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
特
に
権
限
カ
タ
ロ
グ
を
導
入
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
と
り

わ
け
ド
イ
ツ
の
州
は
、
自
己
の
権
限
が
E
U
に
よ
る
権
限
拡
大
に
よ
り
空
洞
化
し
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
た
。
そ
こ
で
、
E
U
の
権
限
と

構
成
国
の
権
限
配
分
を
明
確
に
設
定
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
要
請
を
受
け
、
欧
州
憲
法
条
約
は
権
限
カ
タ
ロ
グ
（
排
他
的
権

限
、
共
有
権
限
、
支
援
、
調
整
ま
た
は
補
足
的
権
限
）
を
規
定
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
定
義
し
、
そ
こ
に
属
す
る
権
限
を
網
羅
的
あ
る

い
は
例
示
的
に
列
挙
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。

ま
た
、
補
完
性
原
則
の
強
化
の
た
め
に
補
完
性
及
び
比
例
性
原
則
の
適
用
に
関
す
る
議
定
書
を
条
約
に
付
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
内
議
会

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
立
法
提
案
段
階
に
お
け
る
拒
否
権
及
び
立
法
採
択
後
の
提
訴
権
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
権
限
付
与
の
原

則
も
条
約
の
中
及
び
宣
言
の
中
に
お
い
て
言
及
さ
れ
、
E
U
の
権
限
拡
大
を
牽
制
し
て
い
る
。

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
、
三
本
柱
構
造
が
廃
止
さ
れ
、
第
一
の
柱
及
び
第
三
の
柱
は
融
合
し
た
。
た
だ
、
第
二
の
柱
だ
け
が
そ
の
特
別
な

性
質
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
E
C
は
消
滅
し
、
E
U
と
な
り
、
E
U
に
法
人
格
が
明
示
的
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
批
判
の
大
き
か
っ
た
民
主
主
義
の
赤
字
が
改
善
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
欧
州
議
会
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
、
国
内
議
会
の
参
加
が
拡
大

さ
れ
、
欧
州
連
合
市
民
に
立
法
提
案
要
請
権
が
与
え
ら
れ
た
。
加
え
て
、
E
U
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
、
欧
州
人
権
条

約
へ
の
加
入
が
明
示
的
に
E
U
条
約
に
定
め
ら
れ
た
。

第
1
節　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
け
る
権
限
付
与
の
原
則

リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に
際
し
て
、
同
意
法
律
（
批
准
の
た
め
の
法
律
）、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
た
め
の
基
本
法
改
正
法
律
、
付
属
法
律
が
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制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
法
律
に
関
し
て
、
基
本
法
違
反
が
存
在
す
る
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
諸
議
員
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
も
の

も
含
み
、
複
数
の
憲
法
異
議
及
び
機
関
訴
訟
が
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
起
こ
さ
れ
た)39

(

。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
は
、
こ
れ

ら
の
訴
訟
に
対
し
一
括
し
て
、
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
に
判
決
を
下
し
た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に
よ
っ
て
基
本

権
に
相
当
す
る
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
に
定
め
ら
れ
る
選
挙
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
選
挙
権
あ
る
い
は
民
主

主
義
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
E
U
と
ド
イ
ツ
の
関
係
に
か
か
わ
る
本
質
的
な
問
題
、
基
本
法
は
欧
州
統
合
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る

か
、
ど
こ
ま
で
E
U
に
権
限
移
譲
を
許
容
し
て
い
る
か
、
E
U
構
成
国
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
等
が
争
点
と
な
っ
た
。

原
告
側
に
立
っ
て
主
張
し
たM

u
rsw

ie
k

 

氏
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
決
を
下
す
前
に
鑑
定
意
見
を
公
表
し
て
い
た
。
そ
の
中

で
権
限
付
与
の
原
則
に
関
し
、
形
式
的
な
権
限
配
分
の
原
則
で
し
か
な
い
こ
と
、
権
限
付
与
の
原
則
に
従
い
E
U
へ
の
権
限
授
権
が
行
わ

れ
た
と
し
て
も
憲
法
上
の
統
合
の
限
界
は
越
さ
な
い
と
い
う
こ
と
の
保
証
に
な
ら
な
い
こ
と
、
権
限
付
与
の
原
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
実
際
す
べ
て
の
立
法
権
限
が
E
U
に
移
譲
さ
れ
う
る
こ
と
、
権
限
付
与
の
原
則
は
E
U
の
原
則
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
基
本
法
に
よ
り
許

容
さ
れ
る
権
限
移
譲
の
範
囲
を
越
え
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
関
係
し
な
い
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
た)40

(

。
こ
の
よ
う
な
原
告
側
の
主
張
が
な

さ
れ
る
中
、
権
限
付
与
の
原
則
が
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
き
た
い
。

﹇
1
﹈
黙
示
的
権
限
の
法
理
及
びe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）
解
釈

ま
ず
、
黙
示
的
権
限
の
法
理
及
びe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
た
め
の
）
解
釈
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
に
判

示
し
た
か
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

裁
判
所
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
の
際
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
解
釈
に
よ
る
権
限
拡
大
を
阻
止
す
る
手
段
と
し
て
権
限
付
与

の
原
則
に
言
及
し
、
そ
の
上
で
、
E
E
C
条
約
二
三
五
条
（
E
C
条
約
三
〇
八
条
〔
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
〕）、
黙
示
的
権
限
の
法
理

及
びe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）
解
釈
を
通
じ
て
条
約
改
正
を
経
ず
に
解
釈
に
よ
り
条
約
改
正
と
同
じ
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
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は
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
規
範
の
解
釈
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
法
的
拘
束
力
を
生
じ
な
い
と
し
た
。

し
か
し
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
で
は
、「
平
和
維
持
制
度
、
国
際
ま
た
は
超
国
家
組
織
へ
の
適
応
は
、
創
設
さ
れ
た
組
織
が
、
そ
の
組
織

の
機
関
が
任
務
に
沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
に
発
展
し
、
そ
の
際
そ
の
政
治
的
自
己
強
化
の
傾
向
を
示
す
と
い
う
、
可
能

性
を
広
げ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、（
同
意
法
律
の
よ
う
に
）
統
合
を
許
可
す
る
法
律
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
概
略
の
み
を
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
境
界
線
に
お
い
て
、
細
部
ま
で
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
な
い
政
治
的
発
展
が
生
じ
る
。

統
合
に
依
拠
す
る
も
の
は
、
連
合
機
関
の
独
自
の
意
思
形
成
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ア
キ
・
コ
ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル

（acq
u

is co
m

m
u

n
au

taire
）
の
維
持
及
び
ア
メ
リ
カ
黙
示
的
権
限
の
法
理
ま
た
は
国
際
条
約
法
のe

ffe
t u

tile

（
実
効
性
確
保
）
の
意
味
に

お
け
る
効
果
的
な
解
釈
へ
の
傾
向
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、（
ド
イ
ツ
）
基
本
法
が
望
む
統
合
任
務
の
一
部
で
あ
る
」

と
判
示
し
た)41

(

。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
統
合
を
目
的
と
す
る
組
織
に
お
い
て
は
、
発
展
の
方
向
性
の
み
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
っ
て
、
将
来
的
な
発
展
を
あ
ら
か
じ
め
す
べ
て
定
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
E
U
の
発
展
に
理
解
を
示
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
裁
判
所
は
、
統
合
組
織
に
よ
り
独
自
の
意
思
形
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
黙
示
的
権
限
の
法
理
やe

ffe
t u

tile

（
実
効
性

確
保
の
た
め
）
解
釈
に
対
し
て
認
容
の
姿
勢
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
ド
イ
ツ
基
本
法
が
望
む
統
合
か
ら

の
任
務
で
あ
る
と
解
し
た
。

こ
の
よ
う
に
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
と
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
け
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
態
度
に
は
、
相
違
が
見
ら
れ

る
。こ
の
相
違
は
、
裁
判
所
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
、
新
し
く
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
則
（P

rin
zip

 d
e

r E
u

ro
p

are
ch

tfre
u

n
d

lich
-

k
e

i

）
42
（t

）
が
打
ち
出
し
た
こ
と
に
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
場
合
に
よ
っ
て
は
E
U
に
対

す
る
審
査
を
行
う
こ
と
を
明
確
に
宣
言
し
て
い
る
が
、
E
U
法
の
発
展
及
び
E
U
司
法
裁
判
所
の
解
釈
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
点

も
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
認
容
姿
勢
を
問
題
視
す
る
説
も
あ
る
）
43
（

。
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﹇
2
﹈
権
限
付
与
の
原
則
と
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条

裁
判
所
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
は
、
黙
示
的
権
限
の
法
理
及
びe
ffe

t u
tile

（
実
効
性
確
保
の
た
め
の
）
解
釈
と
は
別
に
E
U

運
営
条
約
三
五
二
条
（
旧
E
C
条
約
三
〇
八
条
）〔
E
E
C
条
約
二
三
五
条
〕
を
取
り
扱
っ
た
。

裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
に
つ
き
そ
の
本
質
が
保
護
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る

簡
易
条
約
改
正
手
続
（
新
E
U
条
約
四
八
条
六
項
）、
移
行
手
続
（
い
わ
ゆ
る
橋
渡
し
条
項
、
全
会
一
致
か
ら
特
定
多
数
決
へ
移
行
及
び
特

別
立
法
手
続
か
ら
通
常
立
法
手
続
へ
の
移
行
）（
新
E
U
条
約
四
八
条
七
項
）、
柔
軟
性
条
項
（
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
）
を
検
討
し
た
）
44
（

。

移
行
手
続
及
び
柔
軟
性
条
項
に
か
か
わ
る
条
文
は
、
通
常
の
条
約
改
正
に
必
要
と
さ
れ
る
批
准
を
必
要
と
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
約

改
正
と
類
似
し
た
効
果
を
も
つ
た
め
、
民
主
主
義
的
正
統
性
が
確
保
さ
れ
る
か
と
い
う
点
が
問
題
に
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
は
、
上
述
し
た
権
限
付
与
の
原
則
を
骨
抜
き
に
し
て
き
た
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
条
文
で
あ
る
E
C

条
約
三
〇
八
条
（
旧
E
E
C
条
約
二
三
五
条
）
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
側
のM

u
rsw

ie
k

 

氏
は
、
権
限
付
与
の
原
則
は
形
式
的
な

原
則
で
し
か
な
く
、
E
U
に
対
し
て
個
別
的
授
権
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
柔
軟
性
条
項
（
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
）
に
よ
り
補
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
主
張
し
て
い
た
）
45
（

。

こ
の
危
惧
を
受
け
、
裁
判
所
は
、
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
は
E
U
の
行
動
に
対
す
る
個
別
的
な
分
野
の
権
限
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
E
U
の
行
動
が
条
約
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
適
用
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
同
条
文
は
E
U

に
対
す
る
行
動
権
限
の
み
を
根
拠
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
権
限
付
与
の
原
則
の
た
が
を
ゆ
る
め
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
た
）
46
（

。
そ
こ

で
、
裁
判
所
は
、
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
に
基
づ
い
て
措
置
を
と
る
と
き
に
は
、
理
事
会
の
代
表
と
し
て
の
ド
イ
ツ
閣
僚
等
の
同
意
の
み

な
ら
ず
、
基
本
法
二
三
条
一
項
二
文
及
び
三
文
に
基
づ
く
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
院
に
よ
る
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
）
47
（

。
も
っ

と
も
こ
の
よ
う
な
追
加
的
な
手
続
の
要
請
は
、
E
U
の
制
度
を
侵
害
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
の
批
判
も
あ
る
）
48
（

。
た
だ
、
枠
組
条
約
的
な
性
質
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を
も
っ
て
い
た
E
E
C
条
約
は
、
単
一
欧
州
議
定
書
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
、
ニ
ー
ス
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条

約
に
よ
る
改
正
を
受
け
、
E
U
運
営
条
約
と
な
っ
た
。
各
改
正
に
あ
た
っ
て
、
既
存
の
権
限
が
修
正
あ
る
い
は
新
た
な
個
別
的
権
限
が
追

加
さ
れ
、
E
U
運
営
条
約
は
法
律
条
約
に
近
づ
い
て
き
た
た
め
、
E
U
運
営
条
約
三
五
二
条
が
適
用
さ
れ
る
場
面
と
い
う
の
は
、
実
際
の

と
こ
ろ
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
3
﹈
権
限
付
与
の
原
則
の
役
割

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
も
た
せ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
三
つ
に
分
け
て
提
示
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
（
1
）
立
法
機
関
の
権
限
授
権
と
権
限
付
与
の
原
則

裁
判
所
は
、
基
本
法
は
確
か
に
広
範
囲
な
権
限
の
E
U
へ
の
移
譲
を
ド
イ
ツ
立
法
機
関
に
授
権
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
授
権
は
統

合
計
画
を
基
礎
に
し
た
主
権
的
憲
法
国
家
性
が
権
限
付
与
の
原
則
に
基
づ
き
か
つ
構
成
国
と
し
て
の
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
尊
重
の
下

保
護
さ
れ
、
同
時
に
構
成
国
が
自
ら
責
任
を
も
て
る
生
活
関
係
の
政
治
的
か
つ
社
会
的
形
成
能
力
を
失
わ
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
と
判
示

し
た
）
49
（

。
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
が
、
広
範
囲
な
権
限
の
E
U
へ
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
の
ド
イ
ツ
立
法
機
関
の
授
権
に

対
し
憲
法
国
家
性
が
保
護
さ
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
。
も
っ
と
も
権
限
付
与
の
原
則
は
前
提
条
件
の
一
つ
に
と
ど
ま

り
、
同
時
に
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
尊
重
及
び
構
成
国
の
責
任
能
力
の
維
持
も
権
限
移
譲
の
際
の
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
上

述
し
た
原
告
側
のM

u
rsw

ie
k

 

氏
の
主
張
に
も
考
慮
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
立
法
機
関
に
対
し
、
E
U
へ
の
権
限
権
限
の
付
与
、
白
紙
授
権
あ
る
い
は
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
侵
害

を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
同
意
法
律
及
び
付
随
法
律
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
権
限
移
譲
に
限
界
が
あ
る
こ
と
も
明
確
に
示
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し
た
）
50
（

。

　
（
2
）
民
主
主
義
の
原
則
と
権
限
付
与
の
原
則

民
主
主
義
の
原
則
と
の
関
係
に
お
い
て
も
権
限
付
与
の
原
則
が
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
た
。

E
U
に
お
け
る
民
主
主
義
の
赤
字
（
ま
た
は
不
足
）
の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
九
七
四
年
のS

o
lan

g
e

 I 

判
決
）
51
（

と
呼
ば

れ
る
判
決
を
下
し
た
と
き
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ず
っ
と
批
判
さ
れ
て
き
た
）
52
（

。
そ
の
判
決
の
骨
子
は
、
民
主
的
正
統
性
の
あ
る
議
会
に
よ
り
E
U

立
法
が
制
定
さ
れ
、
基
本
権
カ
タ
ロ
グ
が
制
定
さ
れ
な
い
限
り
、
ド
イ
ツ
通
常
裁
判
所
は
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
具
体
的
規
範
統
制
訴

訟
を
提
起
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
）
53
（

。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
るS

o
lan

g
e

 II 

事
件
に
お
い
て
は
、
E
U
立
法
に
よ
り
不
利
益
を
被
っ
た
者

が
E
U
司
法
裁
判
所
の
先
決
裁
定
を
受
け
た
も
の
の
思
う
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
E
U
司
法
裁
判
所
の

手
続
に
お
い
て
聴
聞
を
受
け
る
権
利
（
一
〇
三
条
一
項
G
G
）、
法
律
上
の
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
の
権
利
（
一
〇
一
条
一
項
二
文
G
G
）
が

侵
害
を
受
け
た
と
し
て
憲
法
異
議
が
提
起
さ
れ
た
）
54
（

。
同
事
件
に
お
い
て
、
一
九
八
七
年
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
E
U
法
秩
序
に
お

い
て
基
本
法
と
同
等
の
基
本
権
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
E
U
法
の
違
反
審
査
権
を
自
制
す
る
と
の
判
断
を

下
し
た
）
55
（

。

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
お
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
民
主
主
義
の
赤
字
が
改
善
さ
れ
た
。
E
U
基
本
権
憲
章
も
法
的
拘
束
力
を
持
ち
、
欧

州
人
権
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
も
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
何
よ
り
民
主
主
義
的
正
統
性
を
も
つ
、
欧
州
議
会
の
権
限
が
大
幅
に
拡
大

さ
れ
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
国
家
の
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
E
U
は
正
当
化
さ
れ
る
レ
ベ
ル
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
到
達
し

て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
件
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
E
U
は
主
権
を
維
持
し
た
民
主
主
義
国
家
の
集

ま
り
に
と
ど
ま
る
ゆ
え
に
、
E
U
の
制
度
を
国
家
類
似
の
方
法
で
形
成
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
論
理
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
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た
と
え
E
U
の
民
主
主
義
が
国
家
に
お
け
る
民
主
主
義
に
相
当
す
る
ほ
ど
発
展
し
て
い
な
く
と
も
、
権
限
付
与
の
原
則
が
主
権
国
家
結
合

に
お
い
て
遵
守
さ
れ
て
い
る
限
り
、
直
接
選
挙
さ
れ
た
欧
州
議
会
に
よ
り
補
足
さ
れ
る
、
国
内
議
会
及
び
政
府
を
通
じ
た
民
主
主
義
の
正
統

化
で
十
分
で
あ
る
と
し
た
）
56
（

。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
欧
州
の
権
限
秩
序
が
権
限
付
与
の
原
則
に
基
づ
き
、
か
つ
、
国
家
の
統
合
に
対
す
る
責
任

の
維
持
の
下
で
協
力
的
に
形
成
さ
れ
た
意
思
決
定
手
続
に
お
い
て
存
在
す
る
限
り
、
ま
た
、
連
合
の
権
限
及
び
国
家
の
権
限
の
均
衡
の
と

れ
た
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
E
U
の
民
主
主
義
は
、
国
家
類
似
的
に
形
成
さ
れ
え
ず
、
形
成
さ
れ
る
必
要
も
な
い
と
し
た
）
57
（

。

関
連
し
て
、
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
の
下
、
か
つ
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
限
の
目
的
に
合
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る

場
合
、
欧
州
議
会
の
構
成
が
欧
州
連
合
市
民
の
平
等
原
則
に
依
拠
し
て
い
な
く
と
も
許
容
さ
れ
る
と
し
た
）
58
（

。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
権
限

付
与
の
原
則
の
遵
守
が
、
E
U
の
民
主
主
義
が
国
家
の
そ
の
レ
ベ
ル
ほ
ど
に
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
、
E
U
の
民
主
主
義
が
国
家
類
似
的

に
形
成
さ
れ
て
な
い
こ
と
、
欧
州
議
会
議
員
の
構
成
が
欧
州
連
合
市
民
の
平
等
原
則
に
依
拠
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
指
摘
さ
れ
る
E
U
の

民
主
主
義
的
正
統
性
問
題
を
惹
起
さ
せ
な
い
こ
と
の
前
提
条
件
に
な
る
と
の
理
解
を
示
し
た
。

　
（
3
）
条
約
の
主
人
と
権
限
付
与
の
原
則

裁
判
所
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
権
限
付
与
の
原
則
の
遵
守
下
で
民
主
主
義
的
正
統
性
が
確
保
さ
れ
る
と
し
、
E
U
の
民
主
主
義
的
正
統

性
を
擁
護
し
た
が
、
他
方
、
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
を
根
拠
に
構
成
国
が
あ
く
ま
で
も
条
約
の
主
人
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
以
下
の

よ
う
に
示
し
た
。

ま
ず
、
裁
判
所
は
、
超
国
家
組
織
と
し
て
の
E
U
は
権
限
付
与
及
び
権
限
行
使
に
お
い
て
、
限
定
さ
れ
か
つ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
個

別
的
授
権
の
原
則
（d

as P
rin

zip
 d

e
r b

e
g

re
n

zte
n

 u
n

d
 k

o
n

tro
llie

rt au
sg

e
ü

b
te

n
 E

in
ze

le
rm

äch
tig

u
n

g

）
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
構
成
国
は
条
約
の
主
人
（H

e
rre

n
 d

e
r V

e
rträg

e

）
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
な
る

E
U
の
権
限
拡
大
に
か
か
わ
ら
ず
個
別
的
権
限
付
与
の
原
則
は
維
持
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
た
）
59
（

。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
別
の
角
度
か
ら
も
構
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成
国
が
条
約
の
主
人
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま
ず
、
裁
判
所
は
、
E
U
の
権
限
配
分
と
E
U
と
構
成
国
と
の
権
限
の
境
界
づ
け
は
、
権

限
付
与
の
原
則
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
し
た
）
60
（

。
次
に
、
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
は
、
構
成
国
の
責
任
維
持
の
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
と
捉
え
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
E
U
は
構
成
国
か
ら
移
譲
さ
れ
た
権
限
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
の
み
事
項
に
対
し
て
権
限
を

有
す
る
と
確
認
し
、
あ
く
ま
で
も
構
成
国
が
第
一
次
的
空
間
、
E
U
は
、
第
二
次
的
空
間
に
あ
る
と
し
た
）
61
（

。

こ
の
よ
う
に
裁
判
所
は
権
限
付
与
の
原
則
が
E
U
が
遵
守
す
べ
き
原
則
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
同
時
に
同
原
則
が
E
U
と
構
成
国

の
権
限
配
分
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
原
則
で
あ
り
、
か
つ
、
国
家
こ
そ
が
条
約
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
位
置

づ
け
た
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
権
限
付
与
の
原
則
に
依
拠
し
国
家
が
条
約
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
が
主
権

を
喪
失
し
E
U
が
実
質
的
に
連
邦
国
家
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
原
告
の
主
張
を
退
け
た
。

リ
ス
ボ
ン
条
約
は
、
欧
州
憲
法
条
約
の
実
質
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
内
容
的
に
は
、
E
U
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
あ
る
一
面
か
ら
み
る
と
、
原
告
の
主
張
の
よ
う
に
、
E
U
が
ま
る
で
連
邦
国
家
で
、
構
成
国
が
州
の
よ
う
で
も
あ
る

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
主
張
を
肯
定
す
る
と
、
ド
イ
ツ
が
主
権
国
家
ド
イ
ツ
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
欧
州
国
家
結
合
（E

u
ro

p
ä
isc

h
e

r S
ta

a
te

n
v
e

rb
u

n
d

）
と
欧
州
連
邦
国
家
（E

u
ro

p
ä
isc

h
e

r 

F
e

d
e

ralstaat

）
を
明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
用
い
ら
れ
た
の
が
、
権
限
付
与
の
原
則
と
も
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
付
属
す
る
宣
言
一
七
に
定
め
ら
れ
る
E
U
法
の
国
内
法
に
対
す
る
優
位
の
原
則
の
た
め
に
、
憲
法
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
及
び
ド
イ
ツ
の
基
本
権
を
実
質
に
お
い
て
保
護
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
と
い
う
原
告
の
主
張
に
対
し
て
も
、
権
限
付
与
の

原
則
を
持
ち
出
し
、
そ
の
主
張
を
退
け
た
）
62
（

。
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﹇
3
﹈
権
限
付
与
の
原
則
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

裁
判
所
は
、
す
で
に
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
に
お
い
て
、
E
U
が
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
の
境
界
を
越
え
た
か
否
か
を
ド
イ
ツ
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
審
査
す
る
と
し
て
い
た
）
63
（

。
リ
ス
ボ
ン
条
約
事
件
の
原
告
側
のM

u
sw

ie
k

 

氏
は
権
限
付
与
の
原
則
の
手
段
に
よ
り
構
成
国

の
国
家
性
が
維
持
さ
れ
、
統
合
授
権
の
限
界
を
越
え
な
い
と
す
る
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
の
考
え
方
を
不
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

た
が
）
64
（

、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
考
慮
し
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
、
審
査
を
強
化
す
る
方
向
性
を
示
し
た
）
65
（

。

ま
ず
、
立
法
権
限
ま
た
は
執
行
権
限
が
画
定
さ
れ
て
お
ら
ず
あ
る
い
は
動
態
的
な
発
展
の
た
め
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、

機
関
の
権
限
が
新
た
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
り
拡
大
さ
れ
た
り
す
る
場
合
、
E
U
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
た

り
、
授
権
の
外
側
で
行
動
す
る
危
険
性
が
生
じ
る
と
指
摘
し
た
）
66
（

。
そ
の
上
で
、
権
利
保
護
が
E
U
レ
ベ
ル
で
な
さ
れ
な
い
場
合
、
裁
判
所

は
、
E
U
の
機
関
が
制
定
す
る
法
行
為
が
権
限
付
与
の
原
則
に
従
い
自
己
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
限
界
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査

（
権
限
踰
越
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（u

ltra-vire
s-K

o
n

tro
lle

））
す
る
と
し
た
）
67
（

。
さ
ら
に
、
国
内
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
E
U
機
関
の
行
動
に

よ
り
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
を
審
査
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（Id

e
n

tität-K
o

n
tro

lle

））
す
る
と
し
た
）
68
（

。
も
っ
と
も
こ
れ
ら

の
審
査
は
、
常
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
外
的
な
場
合
、
特
に
狭
い
条
件
下
で
の
み
限
定
し
て
行
う
と
し
た
）
69
（

。

第
4
章　

結
語

権
限
付
与
の
原
則
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
よ
り
、
権
限
拡
大
あ
る
い
は
権
限
移
譲
の
限
界
を
設
定
す
る

原
則
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
護
す
る
原
則
で
も
あ
り
、
E
U
の
民
主
主
義
を
正
統
化
す
る
手
段
で
も
あ
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り
、
ま
た
、
国
家
が
E
U
の
州
に
な
ら
ず
、
主
権
国
家
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
も
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
判
決
に
お
い
て
も
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
も
権
限
付
与
の
原
則
の
遵
守
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
に

お
い
て
は
、
裁
判
所
が
、
権
限
付
与
の
原
則
を
解
釈
に
よ
る
権
限
拡
大
に
対
す
る
牽
制
球
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
用
い
た
の
に
対
し
て
、
後

者
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
権
限
付
与
の
原
則
を
ド
イ
ツ
が
主
権
国
家
性
を
喪
失
し
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
E
U
が
権
限
権
限
を
も
た
な

い
た
め
の
あ
る
い
は
国
家
の
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
侵
害
さ
れ
な
い
た
め
の
砦
と
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
70
（

。

ま
た
、
権
限
付
与
の
原
則
は
、
E
U
の
機
関
に
よ
る
立
法
あ
る
い
は
E
U
司
法
裁
判
所
の
解
釈
に
よ
り
骨
抜
き
に
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
で
は
、
同
原
則
が
E
U
が
連
邦
国
家
（B

u
n

d
e

sstaat

）
で
は
な
く
、
国
家
結
合
（S

taate
n

ve
rb

u
n

d

）
に

と
ど
ま
る
と
い
う
根
拠
を
支
え
る
背
骨
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
権
限
移
譲
の
限
界
を
示
し
、
そ
の
よ
う
な
限
界
を
超
え
な
い
よ
う
に
ド
イ
ツ
立
法
機
関
に
義
務
づ

け
、
さ
ら
に
、
自
ら
も
E
U
が
権
限
付
与
の
原
則
に
従
い
自
己
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
限
界
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
（
権
限
踰

越
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（u

ltra-vire
s K

o
n

tro
lle

）
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（Id

e
n

tität-K
o

n
tro

lle

））
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
。

権
限
付
与
の
原
則
は
、「
序
」
で
上
述
し
た
よ
う
な
E
U
機
関
間
の
水
平
的
権
限
配
分
及
び
E
U
と
構
成
国
間
の
垂
直
的
権
限
配
分
等
に

用
い
ら
れ
る
原
則
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
に
お
い
て
は
、
憲
法
国
家
性
の
維
持
の
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
民
主
主

義
的
正
統
性
を
確
保
す
る
手
段
で
あ
り
、
ま
た
、
E
U
が
連
邦
国
家
に
な
ら
な
い
こ
と
の
根
拠
で
も
あ
る
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
広
げ
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
権
限
付
与
の
原
則
は
、
E
U
に
お
け
る
原
則
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
構
成
国
の
憲
法
原
則
に
必
須
の
も
の
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
）
71
（

。

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
を
受
け
て
、
E
U
司
法
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
の
か
）
72
（

。
そ
の
参
考

に
な
る
の
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
後
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
前
に
一
般
裁
判
所
（g

e
n

e
ral co

u
r

）
73
（t

）
に
よ
り
判
決
が
下
さ
れ
た T

-1
8

3
/

0
7
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事
件
で
あ
る
）
74
（

。
本
件
に
お
い
て
は
、
E
U
の
排
出
量
取
引
制
度
の
国
内
実
施
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
配
分
計
画
に
か
か
わ
り
、
欧

州
委
員
会
が
複
数
の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
国
内
配
分
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
年
間
総
排
出
量
を
削
減
す
る
決
定
を
採
択
し

た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
同
委
員
会
決
定
の
取
消
を
求
め
て
、
E
U
の
一
般
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。
裁
判
所
は
、
過
剰

な
排
出
量
配
分
に
制
約
を
課
す
決
定
が
無
効
に
さ
れ
る
と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
取
引
制
度
自
体
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
委
員
会
の
意
見

が
十
分
に
理
由
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
の
総
排
出
量
削
減
決
定
は
、
法
の
支
配
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
共
同
体
（
現
E
U
）

に
お
い
て
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
当
該
決
定
は
構
成
国
と
委
員
会
の
間
の
権
限
配
分
に
違
反
し
て
採
択
さ
れ
た
と
判
示
し

た
）
75
（

。
こ
れ
に
よ
り
裁
判
所
は
、
共
同
体
が
法
の
支
配
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
権
限
付
与
の
原
則
、
こ
こ
で
は
構

成
国
と
委
員
会
の
垂
直
的
権
限
配
分
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
裁
判
所
は
、
排
出
量
取
引
制
度
の
運
用
に
お

け
る
E
U
の
利
益
よ
り
も
E
U
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
境
界
線
を
維
持
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
こ
の
判
決
は
E
U
の
下
級
審
の
判
決
で

あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
E
U
司
法
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
、
特
に
権
限
付
与
の
原
則

を
ど
の
よ
う
に
適
用
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
判
例
に
注
目
し
た
い
）
76
（

。

E
U
司
法
裁
判
所
は
、
E
U
が
法
の
共
同
体
で
あ
り
、
立
憲
主
義
に
基
づ
く
組
織
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
権
限
付
与
の
原
則
を
遵

守
し
、
他
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
の
主
権
国
家
性
が
維
持
さ
れ
続
け
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
同
原
則
に
依
拠
す
る
。
権

限
付
与
の
原
則
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
新
た
な
意
味
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
観
念
的
な

意
味
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
権
限
付
与
の
原
則
は
、
真
に
主
権
国
家
性
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
機
能
し
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
権
限
付
与

の
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
権
限
踰
越
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
関
連
し
て
、
E
U
の
構
成
国
の
一
つ
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
単
独
で
そ
の
よ
う
な
審
査
を
で

き
る
の
か
と
い
う
実
質
的
な
問
題
は
残
っ
て
い
る
）
77
（

。
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R
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, p

p
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8
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8
7
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d
 4

9
5
.

（
8
） 
枠
組
条
約
（traité

 cad
re

）
は
、
法
律
条
約
（traité

 lo
i

）
と
は
区
別
さ
れ
る
。
前
者
は
機
関
の
行
動
に
よ
る
法
定
立
行
動
を
必
要
と
す
る
が
、

後
者
の
場
合
は
さ
ら
な
る
法
定
立
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
。K

ra
u

sse
r, n

o
te

（1

）, p
.3

5
; Jo

h
n

 T
e

m
p

le
 L

a
n

g
,  “E

u
ro

p
e

a
n

 C
o

m
m

u
n

ity
 

C
o

n
stitu

tio
n

a
l L

a
w

, ” N
IL

Q
 1

9
8

8
, p

.2
0

9
; M

a
rc

 B
u

n
g

e
n

b
e

rg
, “D

y
n

a
m

isc
h

e
 In

te
g

ra
tio

n
, A

rt. 3
0

8
 u

n
d

 d
ie

 F
o

rd
e

ru
n

g
 n

a
c
h

 d
e

m
 

K
o

m
p

e
te

n
zk

atalo
g

, ” E
u

R
 2

0
0
0
, H

e
ft 6

, p
.8

7
9
, p

p
.8

8
1

―8
8
2
.

（
9
） 

E
E
C
条
約
は
、
単
一
欧
州
議
定
書
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
、
ニ
ー
ス
条
約
及
び
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
改
正
を

受
け
て
、
E
U
運
営
条
約
と
な
っ
て
い
る
。
E
E
C
条
約
一
〇
〇
条
（
E
C
条
約
九
四
条
）〔
E
U
運
営
条
約
一
一
五
条
〕
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
条
文
が
同
一
と
い
う
こ
と
は
意
味
せ
ず
、
参
考
の
た
め
対
応
す
る
条
文
を
挙
げ
て
い
る
。
他
の
条
文
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
当

て
は
ま
る
。

（
10
） 

傍
線
は
、
筆
者
に
よ
る
。

（
11
） 

傍
線
は
、
筆
者
に
よ
る
。

（
12
） K

rau
sse

r, n
o

te

（1

）, p
.1

7
; cf. D

ie
trich

-W
. D

o
rn

, A
rt. 2

3
5

 E
W

G
V

-P
rin

zip
ien

 d
er A

u
slegu

n
g

（N
. P. E

n
g

e
l V

e
rlag

, 1
9
8
6

）pp
.9

2

―9
4
; cf. 

B
u

n
g

e
n

b
e
rg

, n
o

te

（5

）, p
.1

2
2
.

（
13
） 

環
境
に
関
す
る
措
置
が
よ
く
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
の
パ
リ
会
議
で
合
意
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。

（
14
） cf. G

e
o

rg
 L

ie
n

b
ach

e
r, A

rt.5
 E

G
V

, R
n

.1
0
-1

1
, in

 Jü
rg

e
n

 S
ch

w
arze

（H
rsg

.

）, E
U

-K
om

m
en

ta
r, 2

. A
u

fl
.

（N
o

m
o

s, 2
0
0
9

）.

（
15
） C

ase
 8

/
5
5

﹇1
9
5
6

﹈E
C

R
 2

9
2
, p

.2
9
9
. 

（
16
） Jo

in
e
d

 case
s 2

8
1
, 2

8
3
, 2

8
4
, 2

8
5
 an

d
 2

8
7
/

8
5

﹇1
9
8
7

﹈E
C

R
 3

2
0
3
, p

ara. 2
8
.

（
17
） 

拙
稿
「
欧
州
共
同
体
と
構
成
国
間
の
協
力
義
務
の
展
開
――
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
後
の
黙
示
的
条
約
締
結
権
限
の
制
限
解
釈
――
」『
一
橋

論
叢
』
一
二
二
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
）
六
九
、
七
三
―
七
五
頁
。

（
18
） C

ase
 2

2
/

7
0

﹇1
9
7
1

﹈E
C

R
 2

6
3
.  

大
谷
良
雄
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
国
際
協
定
締
結
権
に
関
す
る
一
考
察
――A

.E
.T

.R
. 

事
件
を
中
心
に
」『
商

学
討
究
』
二
七
巻
三
・
四
号
（
一
九
七
七
年
）
一
三
五
頁
以
下
。

（
19
） Jo

in
e
d

 case
s 3

, 4
 an

d
 6

/
7
6

﹇1
9
7
6

﹈E
C

R
 1

2
7
9
.

（
20
） O

p
in

io
n

 1
/

7
6

﹇1
9
7
7

﹈E
C

R
 7

4
1
.
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（
21
） P

e
te

r E
. H

e
rzo

g
, C

h
ap

te
r 8

1
, §

8
1
.0

3
, in

 S
m

it &
 H

erzog on
 th

e L
a
w

 of th
e E

u
rop

ea
n

 U
n

ion
, P

u
b

licatio
n

 6
2
3
 R

e
le

ase
 8

（L
e
x

isN
e
x

is, 

2
0
0
9

）.
（
22
） B

V
e
rfG

E
 8

9
, 1

5
5
;  

西
原
博
史
「
52 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
創
設
に
関
す
る
条
約
の
合
憲
性
――
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
」
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江

二
・
石
村
修
編
『
ド
イ
ツ
の
最
新
憲
法
判
例
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）p
p

.3
3
1

―3
3
6

;  

小
場
瀬
琢
磨
「
各
国
憲
法
か
ら
E
C
・
E
U
法
秩
序

へ
の
立
憲
的
諸
原
則
の
要
請
」
三
二
―
四
二
頁
、
中
村
民
雄
・
須
網
隆
夫
編
『
E
U
法
基
本
判
例
集
』
第
二
版
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
23
） B

V
e
rfG

E
 8

9
, 1

5
5
, p

aras.1
1
8

―1
2
0
.

（
24
） B

V
e
rfG

E
 8

9
, 1

5
5
, p

ara.1
5
7
.

（
25
） B

u
n

g
e

n
b

e
rg

, n
o

te

（5
）, p

. 1
2

4
; M

a
n

fre
d

 Z
u

le
e

g
, “D

ie
 R

o
lle

 d
e

r re
c
h

tsp
re

c
h

e
n

d
e

n
 G

e
w

a
lt in

 d
e

r e
u

ro
p

ä
isc

h
e

n
 In

te
g

ra
tio

n
, ” JZ

 

1
9
9
4
, 4

9
. Jah

rg
an

g
, H

e
ft 1

, p
.1

, p
.3

.

（
26
） cf. R

ain
e
r W

ah
l, “D

ie
 S

ch
w

e
b

e
lag

e
 im

 V
e
rh

ältn
is vo

n
 E

u
ro

p
äisch

e
r U

n
io

n
 u

n
d

 M
itg

lie
d

staate
n

,” D
er S

ta
a
t 2

0
0
9
, B

an
d

 4
8
, H

e
ft 4

, 

p
.5

8
7
, p

.6
1
0

;  

拙
稿 

注（
17
）
七
五
―
七
六
頁
。

（
27
） O

p
in

io
n

 1
/

9
4

﹇1
9
9
4

﹈E
C

R
 I-5

2
6
7
;  
中
西
優
美
子
・
須
網
隆
夫
「
E
C
の
排
他
的
対
外
権
限
の
範
囲
」
三
五
一
―
三
五
八
頁
、
中
村
・
須
網

編 

注（
22
）。

（
28
） 

リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
以
前
は
、
第
一
の
柱
に
お
い
て
条
約
締
結
の
際
の
主
体
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
（
つ
ま
り
国
際
法
人
格
を
有
す
る
の

は
）、
E
U
で
は
な
く
、
E
C
で
あ
っ
た
。

（
29
） O

p
in

io
n

 2
/

9
4

﹇1
9
9
6

﹈E
C

R
 I-1

7
5
9

;  

拙
稿
「
E
C
の
欧
州
人
権
条
約
へ
の
加
盟
」
三
四
三
―
三
五
〇
頁
、
中
村
・
須
網
編 

注（
22
）。

（
30
） B

u
n

g
e
n

b
e
rg

, n
o

te

（5

）, p
p

.1
2
6

―1
2
7
.

（
31
） C

-3
7
6
/

9
8

﹇2
0
0
0

﹈E
C

R
 I-8

4
1
9

;  

大
藤
紀
子
「
権
限
付
与
の
原
則
と
E
C
立
法
根
拠
の
適
法
性
」
一
二
二
―
一
三
〇
頁
、
中
村
・
須
網
編 

注

（
22
）。

（
32
） cf. W
ah

l, n
o

te

（2
6

）, p
.6

1
0
.

（
33
） C
ase

 C
-2

2
4
/

0
1

﹇2
0
0
3

﹈E
C

R
 I-2

3
9

;  

西
連
寺
隆
行
「
構
成
国
最
高
裁
判
所
の
E
C
法
上
の
国
家
賠
償
責
任
」『
貿
易
と
関
税
』V

o
l.5

2
 N

o
.1

0

（
二
〇
〇
四
年
）
七
一
―
七
五
頁
。

（
34
） C

ase
 C

-3
0
4
/

0
2

﹇2
0
0
5

﹈E
C

R
 I-6

2
6
3

;  

拙
稿
「
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
義
務
違
反
国
へ
の
強
制
金
並
び
に
一
括
金
の
賦
課
」『
貿
易
と
関
税
』
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V
o

l. 5
4
 N

o
. 6

（
二
〇
〇
六
年
）
七
五
―
七
〇
頁
。

（
35
） C

ase
 C

-1
4
4
/

0
4

﹇2
0
0
5

﹈E
C

R
 I-9

9
8
1

;  

橋
本
陽
子
「
年
齢
差
別
の
成
否
と
平
等
指
令
へ
の
国
内
法
の
強
行
的
適
合
解
釈
義
務
」『
貿
易
と
関
税
』

V
o

l. 5
4
 N

o
. 9

（
二
〇
〇
六
年
）
七
五
―
七
〇
頁
。

（
36
） C

ase
 C

-1
7
6
/

0
3

﹇2
0
0
5

﹈E
C

R
 I-7

8
7
9

;  

西
連
寺
隆
行
「
刑
事
罰
立
法
整
備
を
構
成
国
に
義
務
づ
け
る
E
C
の
権
限
」
八
七
―
九
三
頁
、
中
村
・

須
網
編 
注（
22
）。

（
37
） C

ase
 C

-4
4
0
/

0
5

﹇2
0
0
7

﹈E
C

R
 I-9

0
9
7

;  

中
村
民
雄
「
E
C
の
刑
事
立
法
権
限
の
存
在
と
限
界
――
船
舶
源
汚
染
対
策
立
法
事
件
」『
貿
易
と
関

税
』V

o
l.5

6
 N

o
.1

0
（
二
〇
〇
八
年
）
七
五
―
六
八
頁
。

（
38
） 

拙
稿
「
リ
ス
ボ
ン
条
約
――
E
U
と
構
成
国
の
権
限
関
係
を
中
心
に
――
」『
海
外
事
情
』V

o
l.5

6
 N

u
m

b
e
r 4

（
二
〇
〇
八
年
）
二
一
―
三
六
頁
。

（
39
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
 vo

m
 3

0
.0

6
.2

0
0
9

;  

拙
稿
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
E
U
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
」『
貿
易
と
関
税
』V

o
l.5

8
 N

o
.2

（
二
〇
〇
九
年
）
七
五
―
六
七
頁
。

（
40
） D

ie
tric

h
 M

u
rsw

ie
k

, “D
e

r V
e

rtra
g

 v
o

n
 L

issa
b

o
n

 u
n

d
 d

a
s G

ru
n

d
g

e
se

tz, ” 2
.A

u
fl

., 2
0

0
8

, p
p

.4
5

―4
6

 <
a
v
a
ila

b
le

 a
t h

ttp
:/

/
w

w
w

.ju
ra

.

u
n

i-fre
ib

u
rg

.d
e
/

in
stitu

te
/

io
e
ffr3

/
fo

rsch
u

n
g

/
p

ap
e
rs/

m
u

rsw
ie

k
/

ve
rtr-lissab

o
n

-g
u

tach
te

n
-2

>
.

（
41
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 2
3
7
.

（
42
） Ib

id
., p

ara. 2
2
5

; Jö
rg

 P
h

ilip
p

 T
e
rh

e
ch

te
, “

S
o

u
ve

rän
ität, D

y
n

am
ik

 u
n

d
 In

te
g

ratio
n

, ” E
u

Z
W

 2
0
0
9
, H

e
ft 2

0
, p

.7
2
4
, p

.7
2
8

; E
d

ito
rial 

co
m

m
e
n

ts, C
M

L
R

ev.

（4
6

）20
0
9
, p

.1
0
2
3
, p

.1
0
3
1
;  

拙
稿 

注（
39
）
六
九
―
六
八
頁
。

（
43
） K

la
u

s F
e

rd
in

a
n

d
 G

ä
rd

itz/
C

h
ristia

n
 H

ilg
ru

b
e

r, “V
o

lk
sso

u
v
e

rä
n

itä
t u

n
d

 D
e

m
o

k
ra

tie
 e

rst g
e

n
o

m
m

e
n

,” JZ
 2

0
0

9
, H

e
ft 1

8
, p

.8
7

2
, 

p
.8

7
7
.

（
44
） B

V
e
rfG

E
, 2

B
vE

 2
/

0
8
, p

aras.3
0
6

―3
2
8
.

（
45
） M

u
rsw

ie
k

, n
o

te

（4
0

）, p
p

.7
4
 an

d
 7

9
.

（
46
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 3
2
6
.

（
47
） Ib

id
., p

ara. 3
2
8
.

（
48
） T

e
rh

e
ch

te
, n

o
te

（4
2

）, p
p

.7
2
7

―7
2
8
.

（
49
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 2
2
6
.
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（
50
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

aras. 2
3
3
, 2

3
6

―2
3
9
.

（
51
） 2

 B
vL

 5
2
/

7
1
; B

V
e
rfG

E
 3

7
, 2

7
1
.

（
52
） 
拙
稿 

注（
39
）
七
一
―
七
〇
頁
。

（
53
） 

伊
藤
洋
一
「
E
C
法
の
国
内
法
に
対
す
る
優
越（
3
）
――
E
C
法
と
憲
法
規
範
――
」『
法
学
教
室
』N

o
. 2

6
6

（
二
〇
〇
二
年
）
一
二
一
頁
、

一
二
六
―
一
二
七
頁
。

（
54
） 2

 B
vR

 1
9
7
/

8
3
; B

V
e
rfG

E
 7

3
, 3

3
9
.

（
55
） 

伊
藤 

注（
53
）
一
二
七
頁
。

（
56
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 2
6
2
.

（
57
） Ib

id
., p

ara. 2
7
2
.

（
58
） Ib

id
., p

ara. 2
7
8
.

（
59
） Ib

id
., p

ara. 2
9
8
.

（
60
） Ib

id
., p

ara. 3
0
0
.

（
61
） Ib

id
., p

ara. 3
0
1
.

（
62
） Ib

id
., p

aras. 3
3
1

―3
3
2
.

（
63
） B

V
e
rfG

E
, 2

B
vR

 2
1
3
4
/

9
2
, 2

 B
vR

 2
1
5
9
/

9
2
, p

ara.1
0
6
.

（
64
） M

u
rsw

ie
k

, n
o

te

（4
0

）, p
.4

5
.

（
65
） cf. H

e
ik

o
 S

au
e
r, “K

o
m

p
e
te

n
z- u

n
d

 Id
e
n

titätsk
o

n
tro

lle
 vo

n
 E

u
ro

p
are

ch
t n

ach
 d

e
m

 L
issab

o
n

-U
rte

il ,” Z
R

P
 2

0
0
9
, H

e
ft 7

, p
.1

9
5
, p

.1
9
6
; 

D
an

ie
l T

h
y
m

, “In
 th

e
 n

am
e
 o

f so
ve

re
ig

n
 state

h
o

o
d

: A
 critical in

tro
d

u
ctio

n
 to

 th
e
 L

isb
o

n
 Ju

d
g

m
e
n

t o
f th

e
 G

e
rm

an
 co

n
stitu

tio
n

al 

co
u

rt ,” C
M

L
R

ev. 4
6
, 2

0
0
9
, p

.1
7
9
5
, p

p
.1

8
0
6

―1
8
0
9
.

（
66
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 2
3
8
.

（
67
） Ib

id
., p

ara. 2
4
0
.

（
68
） Ib

id
., p

ara. 2
4
0
; D

im
itrio

s D
o

u
k

as, “
T

h
e
 ve

rd
ict o

f th
e
 G

e
rm

an
 F

e
d

e
ral C

o
n

stitu
tio

n
al C

o
u

rt o
n

 th
e
 L

isb
o

n
 T

re
aty, ” E

L
R

ev. 3
4
, 

2
0
0
9
, p

.8
6
6
, p

p
.8

7
7

―8
7
8
.
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（
69
） B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 3
4
0
; T

h
y
m

, n
o

te

（6
5

）, p
.1

8
0
7
.

（
70
） 
類
似
し
た
見
解
と
し
て
、cf. G

rim
m

, n
o

te

（7

）, p
.4

8
7
.

（
71
） cf. B

V
e
rfG

E
, 2

 B
vE

 2
/

0
8
, p

ara. 2
3
4
; E

d
ito

rial C
o

m
m

e
n

ts, n
o

te

（4
2

）, p
.1

0
2
5
.

（
72
） 

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
リ
ス
ボ
ン
条
約
判
決
を
通
じ
て
E
U
の
機
関
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
と
捉
え
る
見
解
、E

d
ito

rial co
m

m
e
n

ts, 

n
o

te

（4
2

）, p
p

.1
0
3
0

―1
0
3
1
.

（
73
） 

E
U
司
法
裁
判
所
に
対
し
下
級
と
な
る
E
U
の
裁
判
所
の
一
つ
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
前
は
、
第
一
審
裁
判
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
名
称
が

変
更
さ
れ
た
。

（
74
） C

ase
 T

-1
8
3
/

0
7
 P

o
lan

d
 v C

o
m

m
issio

n

﹇2
0
0
9

﹈E
C

R
 II-n

y
r
;  

由
布
節
子 『
貿
易
と
関
税
』 Vo

l.5
8
 N

o
.7

（
二
〇
一
〇
年
）
掲
載
予
定
。

（
75
） C

ase
 T

-1
8
3
/

0
7

﹇2
0
0
9

﹈E
C

R
 II-n

y
r, p

ara. 1
2
9
.

（
76
） 

E
C
J
の
積
極
的
な
解
釈
傾
向
に
対
す
る
例
外
と
し
て
こ
の
判
決
を
挙
げ
る
も
の
と
し
て
、W

ah
l, n

o
te

（2
6

）, p
.6

1
1
.

（
77
） 

審
査
に
関
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、S

au
e
r, n

o
te

（6
5

）, p
p

.1
9
7

―1
9
8
.




